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X バンドレーダを用いた天竜川河口域における砂州動態の観測 
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１．はじめに 

 X バンドレーダを用い，天竜川河口付近の砂州の動

態を観測した．  

天竜川ではダムの堆砂問題が顕在化し，河川から

の土砂供給量が以前より減少している．その結果，

天竜川河口から遠州灘一帯における広い地域におい

て，海岸侵食が深刻な状況となっている． 

本研究は，このような状況にある河口域の砂州の

周辺でどのように侵食と堆積が起きているか調べる

ことを目的とする． 

 

２．研究方法  

X バンドレーダ観測は，天竜川河口右岸にある下水

処理施設の屋上に設置したレーダを用い，2007 年 6

月より連続的に実施した．レーダを中心とした天竜

川河口周囲約 5.6km 四方のエコーデータを 2 秒に一

枚ずつ取得し，各時間に 520 枚収集する．エコーデ

ータは 1024×1024 ピクセル，1ピクセルあたり 5.4m

四方の正方形にあたり，輝度値が相対的な強度に対

応する． 

取得した画像を白と黒に輝度値 240 で 2 値化し，

砂州にあたる部分の面積を求めた． 

 現地は観潮域にあるため，面積は日内水位変動(干

潮時と満潮時の差が約 1.5m)に応じて変化する．ここ

では河口より東方 40km にある御前崎地点の水位が

-0.5m と 0m を示す時，および上流 4km にある掛塚の

水位が0.5mを示すときの3時点を用いて比較するこ

とにした． 

天竜川河口の画像を図 1，X バンドレーダの画像を

図 2 に示す．今回は図 2 に記したふたつの砂州を研

究対象とし，それぞれ砂州 1，砂州 2とする． 

 

   

 図 1．天竜川河口     図 2．Xバンドレーダ画像例 

 

３．結果 

(1)砂州全体の面積変化 

2007年 7月 1日から2008年 12月 31日までの砂州

1と砂州 2の面積変化を図 3，4に示す． 

どちらの砂州も，観測直後の 2007 年 7 月 15 日に

大きな洪水があり，その前後で面積が大きく減少し

ている． 

その後，10 月頃から 6月頃くらいまで面積は回復

することなく減少し，9月頃までは面積が増加してい

ることが分かる．この傾向は，砂州の植生や季節が

関係しているのではないかと考えられる． 

 

(2)砂州の部分的面積変化 

砂州１を，上流側と下流側に分けて面積変化を調

べ，結果を図 5，6に示す． 

上流側では水位-0.5m のときに面積が大きく減少

し，0m，0.5m のときはあまり変化がないことがわか

る．逆に下流側を見てみると，すべての水位で同じ

傾向を示し，全体的に見たときと同じ傾向を示す．
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(3)砂州の形状 

図7は侵食傾向にあった2007年8月28日と2008

年 6月 1 日，図 8は 2008 年 6月 1 日と 2008 年 8

月 1 日の砂州の形状を比較したものである．侵食，

堆積活動が下流で活発におきているのがわかる． 

 

 

図 3．砂州 1 の面積変化 

 

 

図 4．砂州 2 の面積変化 

 

 

図 5．砂州１の上流側の面積変化 

 

図 6．砂州 1 の下流側の面積変化 

 

  

図 7．砂州の形状(侵食) 図 8．砂州の形状(堆積) 

 

４．まとめ  

 砂州全体としては，2007 年 7月 15 日の洪水によ

り面積が大きく減少し，10 月頃から 6 月頃くらい

まで面積は回復することなく減少し，6 月頃から 9

月頃までは面積が増加する．これは砂州の植生や季

節が関係しているのではないかと考えられる． 

 砂州 1の場合，部分的に見ると，上流側では，低

い場所を除いて侵食も堆積もあまり起きておらず，

下流側では侵食，堆積活動が活発だと推測される． 

砂州の形状を比較しても，侵食，堆積活動が下流

で活発におきているのがわかった． 
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